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６
月
23
日
、
八
峰
町
文
化
ホ
ー

ル
で
八
峰
町
誕
生
20
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
鈴
木
健
太
秋
田
県
知

事
や
、
松
田
知
己
秋
田
県
町
村
会

長
を
は
じ
め
、
町
内
外
か
ら
関
係

者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
堀
内
町
長
は
「
時
代
の
推
移
を

的
確
に
捉
え
た
施
策
や
事
業
を
展

開
し
、
最
重
要
課
題
の
人
口
減
少

対
策
を
は
じ
め
、
諸
課
題
の
克
服

に
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
。
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
活
躍
し
、

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
、
誰
も
が

幸
せ
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
鈴
木
県
知
事
や
松
田
町

村
会
長
の
祝
辞
で
は
、
町
政
の
こ

れ
ま
で
の
発
展
と
努
力
に
対
す
る

敬
意
が
伝
え
ら
れ
る
と
共
に
、
今

後
の
諸
課
題
の
解
決
や
進
展
に
向

け
た
期
待
と
祝
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
勢
発
展
に
大
き

な
功
労
・
功
績
を
挙
げ
た
33
の
個

【
表
彰
状
】

・
芦　
崎　
達　
美

・
門　
脇　
直　
樹

・
見　
上　
政　
子

・
水　
木　
壽　
保

・
福　
士　
保　
洋

・
阿　
部　
好　
子

・
高　
田　
孝　
子

・
西　
巻　
富　
子

・
阿　
部　
克　
之

・
金　
谷　
知　
明

・
菊　
地　
睦　
子

・
武　
田　
一　
彦

・
太　
田　
治　
彦

・
門　
脇　
　
　
茂

・
斉　
藤　
春　
男

・
鈴　
木　
　
　
勇

・
塚　
本　
　
　
一

・
土　
崎　
美
津
子

・
藤　
井　
正　
孝

・
皆　
川　
鉄　
治

・
山　
本　
友　
文

・
渡　
辺　
　
　
明

・
白
神
八
峰
商
工
会　
青
年
部

・
岩
館
浅
海
組
合

【
感
謝
状
】

・
岡　
本　
義　
信

・
工　
藤　
　
　
篤

・
千　
葉　
鐵　
雄

・
本　
庄　
尚　
哉

・
金　
谷　
信　
榮

・
若　
狹　
敏　
春

・
株
式
会
社　
龍
角
散

　
代
表
取
締
役　
藤　
井　
隆　
太

・
薩　
摩　
賢　
幸

・
畠　
山　
祐　
聖

※

掲
載
順
は
、
八
峰
町
表
彰
規
則
第
２

条
各
号
の
規
定
順
及
び
氏
名
、
団
体

名
の
昇
順

人
や
団
体
に
対
し
、
町
長
か
ら
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
峰
神

太
鼓
に
よ
る
力
強
い
和
太
鼓
演
奏

の
ほ
か
、
石
川
郷
土
芸
能
保
存
会

と
小
学
校
児
童
に
よ
る
石
川
駒
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

　
メ
モ
リ
ア
ル
映
像
で
20
年
間
の

歩
み
を
振
り
返
っ
た
後
、
八
峰
町

民
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
、
式
典
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
へ
　
持
続
と
発
展
を
誓
う

八
峰
町
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

八
峰
町
誕
生
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

１.約100名が出席した記念式典
２.式辞を述べる堀内町長
３.あいさつを述べる山本議長
４.祝辞を述べる鈴木県知事
５.祝辞を述べる松田町村会長

６.功労・功績を挙げた方々へ表彰状と感謝状が贈呈されました
７.オープニングセレモニーで迫力ある演奏を披露する峰神太鼓
８.小学生も練習の成果を発揮し、勇ましく舞う石川駒踊り

表
彰
状
及
び
感
謝
状
授
与（
敬
称
略
）
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